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と
 
き

と
こ
ろ
 

と
 
き
 

と
こ
ろ
 

八
月
一一十
「一日
岡
サ
I
I、
ット
交
流
会
 

「藤
吉
郎

」
 

八
月
一
一
十
四
日
田
記
念

講
演
 

（
牧水
長
男
旅
人
氏

）
 

フ
ォ
ー
ラ
ム
ほ
か
 

「オ
ル
テ
ン
シ
ア
」
 

』
 平成 8年8月1日 2 

全
国
牧
水
サ
ミ
ッ
ト

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
向
け
て

丑
 

馬
に
乗
り
肝
を
冷
や
し
た
牧
水
 

ひ
っ
そ
り

と
馬
乗
り
入

る
る
津
軽

野

の
五
所

川
原
町

は
雪

小
止

み
せ
り
 

間
 
若
山
牧
水
が
五
所
川
原
に
来
た

の
は
い
つ
頃
で
す
か
7
 

答
 
大
正
五
年
叱
大
正
1
五
年
の
一
一

回
来
て
い
ま
す
。
 

間
 
五
所
川
原
へ
来
て
ど
ん
な
歌
を

詠
ん
だ
の
で
す
か
、
又
そ
の
時
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ

さ
い
。
 

答
 
牧
水
は
和
田
山
蘭

・
加
藤
東
離

の
二
人
を
通
じ
て
津
軽
へ
の
憧
れ
を

持
っ
て
い
て
か
ね
が
ね
東
北
旅
行
を
 
 

計
画
し
て
ま
し
た
。
そ
し
て
や
っ
と

大
正
五
年
三
月
に
実
現
し
ま
す
。
青

森
か
ら
奥
羽
線
で
大
釈
迦
ま
で
来
て

そ
こ
か
ら
用
意
し
て
あ
っ
た
加
藤
東
 

離
家
の
お
と
な
し
い
馬
に
乗
り
五
所

川
原
へ
向
か
っ
た
。
五
所
川
原
へ
着

い
た
の
が
三
月
三
十
日
の
日
暮
れ
で

し
た
。
そ
の
時
に
書
い
た
の
が
、
 

ひ
っ
そ
り
と
馬
乗
り
入
る
る
津
軽

野
の
五
所
川
原
町
は
雪
小
止
み
せ
り

の
歌
で
す
。
 

旧
松
島
村
当
時
の
加
藤
東
離
の

家
へ
泊
ま
っ
た
翌
日
和
田
山
蘭
の
家

へ
行
く
途
中
雁
が
飛
ん
で
ゆ
く
の
を

見
て
作
っ
た
の
が
、
 

堅
雪
の
畦
道
行
け
ば
津
軽
野
の

名
残
り
の
雁
か
遠
空
に
見
ゆ
 

と
い
う
歌
。
 

儀
の
鈴
戸
の
面
に
聞
ゆ
旅
な
れ
や

津
軽
の
国
の
春
の
あ
け
ぽ
の
 

と
い
う
歌
は
、
和
田
山
蘭
の
生
家
で

詠
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

そ
の
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
 

牧
水
が
和
田
山
蘭
の
生
家
を

訪
ね
た
時
、
和
田
山
蘭
の
お

父
さ
ん
が
、
 

「オ
ヤ
オ
ヤ
、よ
ぐ
来
し
た
、
 

よ
ぐ
来
し
た
」
と
出
て
来
て

ギ
リ
ッ
と
抱
い
て
ヒ
ゲ
だ
ら

け
の
ほ
っ
ぺ
た
を
く
っ
つ
け

ま
し
た
。
 

牧
水
は
こ
の
歓
迎
ぶ
り
に

感
動
し
涙
を
た
め
て
い
ま
し

た
。
 
 

間
 
牧
水
は
酒
を
愛
し
最
後
は
ア
ル

コ
ー
ル
中
毒
に
な
る
ま
で
飲
ん
だ
と

聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
酒
量
は
ど
の

く
ら
い
で
す
か
7

・
 

答
 
牧
水
は
普
段
か
ら
「
酒
を
飲
ま

ず
き
ち
ん
と
し
て
い
る
の
は
誰
に
で

も
で
き
る
こ
と
だ
が
、
酒
を
飲
ん
で

ま
す
ま
す
き
ち
ん
と
し
て
い
る
の
は

ナ
カ
ナ
カ
出
来
ぬ
こ
と
だ
。
 こ
れ
を

酒
仙
と
い
う
」
 
と
言
って
い
て
、
朝

三
、
四
合
、
昼
 
四
、五
合
、
夜
一

升
以
上
と
い
う
量
を
大
正
十
四
年
の

九
州
旅
行
の
時
五
十
一
日
間
飲
み
続

け
ま
し
た
。
 

間
 
ニ
度
目
に
来
た
こ
ろ
は
ど
の
よ

う
な
様
子
で
し
た
か
7
!
 

答
 
二
回
目
は
、
北
海
道
旅
行
の
帰

り
の
大
正
十
五
年
十
一
月
二
十
四
日

に
五
所
川
原
で
歌
会
を
行
い
ま
し
た
。
 

そ
の
頃
は
、
講
演
の
と
き
演
壇
に
お

く
水
差
し
の
中
身
が
酒
で
な
く
て
は

い
け
な
い
状
態
で
し
た
。
 

問
 
若
山
牧
水
の
雅
号
は
ど
の
よ
う

に
し
て
つ
け
ら
れ
た
の
で
す
か
？
 
 

答
 
牧
水
が
生
ま
れ
た
の
は
宮
崎
県

の
日
向
市
に
近
い
東
郷
村
現
在
の
東

郷
町
で
あ
る
。
耳
川
の
支
流
坪
谷
川

沿
い
の
渓
谷
に
細
長
く
連
な
る
集
落

の
一
番
入
り
口
に
生
家
は
あ
る
。
家

の
前
で
川
が
大
き
く
湾
曲
し
て
広
い

淵
を
作
り
、
正
面
に
は
尾
鈴
山
が
見

え
る
絶
好
の
景
色
は
、
村
を
離
れ
て

い
た
牧
水
に
、
終
生
変
わ
ら
ぬ
望
郷

の
思
い
を
抱
か
せ
ま
し
た
。
牧
水
自

身
「
お
も
ひ
で
の
記
」
 
で
、
 
「私
は

も
の
ご
こ
ろ
の
つ
く
頃
か
ら
痛
く
こ

の
渓
と
山
の
雨
と
を
愛
し
た
」
と
書

い
て
い
る
。
そ
し
て
歌
の
真
似
な
ど

を
始
め
出
し
て
雅
号
を
使
う
様
に
な
 

う
 
ぎ
ん
 
は

く
 
う
 

る
と
ま
ず
雨
山
と
云
い
次
に
白
雨
と

云
っ
た
。
牧
水
の
号
は
十
八
歳
の
時

に
つ
け
た
も
の
で
、
以
来
牧
水
を
使

っ
て
い
る
。
当
時
愛
し
た
二
つ
の
名

を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
 

牧
は
“
ま
き
〉
即
ち
母
の
名
で
あ
り
、
 

水
は
、
ふ
る
さ
と
の
景
色
の
渓
と
山

の
雨
か
ら
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

岩木山と、馬に乗った牧水 
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女工の架け僑 
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～五所川原へのメッセージ～ 

輝賃貿努:ci 寺代］ ［まちつ〈りに思うこと 

~ 

こ じま つね お 

小島恒雄さん（62歳） 

青森県ビジネスサポートセンター所長 

東京都千代田区八重洲2丁目2-1 
住友生命八重洲ビル 

年に一・二回しか雪を見ない横浜市に住ん

でいる者なので、やや岡目八目的意見になる

かも知れない点、予じめご了承ください。 

以下は、私がビジネスサポートセンター就

任以来、ずっと機会ある毎に申し上げて来た

事です。 即ち、県・市共に積極的にPRすべ

きは、良い面、明るい点であり、豪雪だ、雪

かきだ、地吹雪だ、出稼ぎ等、衆知の事を殊

さら取り上げるのは、 もう程々にすべきだと

思います。 青森は、東京、千葉、神奈川を合

わせた広大な面積を持ち、その中に白神、奥

入瀬十和田湖、八甲田に代表される様な、素

日青らしい自烈ミを豊富に持っているのだから、 

このメリッ トを集中的且つ、徹底的にPRす

ると共にその活用に県・市を挙げて注力すべ

きだと‘思います。 

心輝く五所川原多 を名実共に実現するには

この辺りからスタートすべきだとイ言じていま

す。 まずはイメージアップから始めるべきてる

はない“でしょうか。 

3 平成8年8月1日 

か さい み な こ 

葛西美那子さん 

新都心新宿PR委員会プロデューサー 
当市東雲町出身 

東京都新宿区富久町16-9-302 

日本の中心と言われている新宿が、昨年末

に 『新宿ひととまち研究会』 というフpロジェ

ク トを発足させました。 

これは、行政主導型のこれまでのまちづく

りを見直し、イ固々の立場でまちを研究してい

る大手企業や大学、そして行政が、それぞれ

の枠をはず”し、新宿にイ主んて冬いる人、働いて

いる人、学んでいる人と共に 「いつまでも住

み続けたいと思う21世紀のまちづく り」 を考

えていく会です。 

行政や企業も含め一般的には、常に時代を

読みトレンテ‘ィ J思考でト対応てるきるのは全体の

わずか 5 ％といわれております。 残りの95% 

は、無関心派かおまかせ派。 

この95％のひとたちの考えや行動をどう吸

い上げて、 どうまちづく りに反映させるか。 

この方策を、五所川原でみつけ出すことが

できれば、「住んでみたいまち、イ主み続けられ

るまち」 の情報を r,j、さな世界都市』 から大

きく発信できるのではないでトしょうか。 
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曾

意
の
花
か

G醜
）
、
 

平成8年8月1日 4 

糾
 
鵬

書
叫
な

た
＼
もイ
り

4夢
ー
ー
ネ
蓄
ノ
ト
」
を
 

鼠
 

難
 
層
 

層
繊
鷲
簾
 
無
料
で
体
験

過
、
て
み
難
鱗
せ
ん
か

ボ
ー
 

今
、
注
目
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
無
料
体
験
教
室
を
夏
休
み
中
の
生
徒
や

一
般

市
民
を
対
象
に
N
T
T
五
所
川
原
支
店
の
協
力
に
よ
り
開
設
し
ま
す
。
 

青
森
県
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
や
、
米
国
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
な
ど
に
接
続
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

▽
と
き
 
八
月
五
日
卿
、
八
月
十
二
日
囲
、
土
曜

・
日
曜
を
除
く
。
午
前
十
時
ー
 

午
後
三
時
。正
午
か
ら
午
後

一
時
ま
で
休
み
。
▽
と
こ
ろ
 
東
邦
生
命
ビ
ル
二
階

川
端
町
廿
三
三
ー
一
六
二
二
。
 
▽
間
い
合
わ
せ
 
総
務
課
 
内
線
四
〇
四
。
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
、
世
界
に
無
数
に
あ
る
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
世
界
中
に
張

り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
光
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
で
網
の
目
状
に
結
び
合
わ
せ
て
デ
ジ
タ
ル
信

号
で
各
情
報
の
や
り
と
り
を
で
き
る
よ
う
に
し
た
地
球
規
模
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
 

と
う
も
あ

り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
 

⑥
養
護
老
人
ホ

ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
五
所
川
原
市
生
活
学
校
（
三
橋
さと
子
代
表
）
一行
十
六
名
廿
慰
問
（詩
吟
、踊
り
）
。
 

〇
五
所
川
原
民
謡
ニ
ュ
ー
盛
会
（
長
尾
武
一
代
表
）
 
一
行
六名
廿
慰
間

（
歌
、
 

踊
り
）
。寄
贈
（
ジ
ュ

ー
ス
二
箱
）
。
 

〇
太
子
商
事
株
式
会
社
 
五
所
川
原
営
業
所
長
倉
内
豊
美
さ
ん
廿
寄
贈
（
納
一豆
 

七
十
五
個
）
。
 

〇
青
森
県
納
豆
協
同
組
合

（
工
藤修
理
事
長
）
瓜
正
佐
藤
食
品
工
場
（
黒
石
市
 

大
字
元
町
八
八
）
廿
寄
贈
（
納
豆
五
十
五
個
）
。
 

〇
小
山
内
莫
琉
さ
ん
（
東津
軽
郡
蟹
田
町
大
字
中
師
五
六
ー
二
）廿
慰
間
（
舞踊
）
。
 

⑨
五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
 

〇
茶
道
裏
千
家
五
所
川
原
支
部
和
敬
会
（
江
渡
宗
焚ム
長
）廿
四
万
八
千四
百
八
十
円
。
 

〇
津
軽
金
山
焼
窯
業
協
同
組
合

（
松
宮亮
二
理
事
長
）
上
ハ
万
七千
五
百
円
（
陶
 

器
ま
つ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
売
り
上
げ
の
一
部
）
。
 

＠
五
所
川
原
市
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ
 

〇
佐
々
木
ま
や
子
さ
ん

（
敷島
町
二
〇
ー
一
〇
）
廿
五
万
円
。
 



児童扶養手当、特別児童扶養手当 

の現況届の提出を．グ 

現在受給されている方は、毎年8月1日現

在の状況を届け出ることになっています。 

この届け出をしなければ、 8月以降の手当

を受けられませーん。 

ト届出期間 

特別児童扶養手当は、 8月1日～2 日

児童扶養手当は、 8月 8 日～8月14日

までとします一。 （土、 日を除く） 

ト添付するもの 児童扶養手当証書、特別児

童扶養手当証書、印鑑、その他につい

ては、下記男~」表を参照してください。 

※ただし、次の場合は、別表のほかにも書

類カえ必要です。 

@）母が別届監護している場合 

〇民生委員等の証明書 

ト提出先 市福祉事務所 福祉課 児童係

雪内線542 

受給原因 添 付 書 類 

父母の離婚 1．世帯全員の住民票 

父 の 死 亡 1．世帯全員の住民票 

父からの遺棄 

1．世帯全員の住民票 

2．本人の申立書及び福祉事務 

所長等の証明 

父が障害者 
1．世帯全員の住民票 

（有期診断の場合は診断書） 

父 の 拘 禁 
1．世帯全員の住民票 

2．刑務所長等の証明 

父が生死不明 
1．世帯全員の住民票 

2‘福祉事務所・警察等の証明 

未 婚 の 母 
1，世帯全員の住民票 

2．対象児童の戸籍謄（抄）本 

養 育 者 が 

母 以 外 

1．世帯全員の住民票 

2．養育申立書及び民生委員等 

の証明 

平成 8 年度 

鼠な姦険器 (2(2器の納期限は 

9月2日（月）です 

5 平成8年8月1日 

お知らせ 

ぐ地球を救うにはう 

（身近な環境問題からフ 

平成 8 年度 

第1回ごみ減量化懇談会の開催 

いよいよ近づいて“参りました、10月1日か

らの指定ごみ（透明）袋制度の導入。 

新しい制度を導入する説明を含め、皆さん

からご意見を賜りたいと思いますので最寄り

の会場にご参加ください。 

箔翼営篇静難鱗響茎筑§撃筋了り叫讐× 

月
  

日
  

曜
日
 

開 催 場 所 

8
  

26 月
  

高 野 文 化 セ ン タ ー 
コミュ．ニラ二イセンター七和 

27 火
  

福山コミュニテイ消防センター 
ニコミュ，ニラ二イセンター長橋 

28 水
  

中 	泉 	集 	会 	所 
二コミュ，ニラ二イセンタ一梅沢 

29 木
  

吹畑コミュニテイ消防センター 
ニコミュ一こニラ二イセンター松島 

30 金
  

コミュ一ニニラ二イセンター飯詰 
十 	川 	集 	会 	所 

9
  

2
  

月
  

コミュ一ニニラ二イセンター中川 
桜 	田 	集 	会 	所 

3
  

火
  

毘沙門・長富コミュニテイセンター 
長 富 消 防 セ ン タ ー 

4
  

水
  

コミュ一ニラ二イセンター三好 
高 i頼 マ肖 防 セ ン タ ー 

5
  

木
  

小 曲 農 村 婦 人 の 家 
ニコ ミ ュニテイセンター栄 

24 火
  

森 の 家 集 会 所
しきしまコミュニテイセンター 

25 水
  

中央コミュニテイセンター 
富士見コミュニテイセンター 

26 木
  

央
 
公
 
民
 

中 湊
 
館
所
 

集
 
会
 ※指定されるゴミ袋は、 6月から市内の小売

店で販売しておりますので、早めに指定ゴ

ミ袋に切り替えてください。 

五所川原市役所 公35 - 2111 



夏の地域安全運動 

＊実施期間く昌器霊農> 10日間 

＊統一重点目標 

①盗 難 の 防 止 

②暴 力 の 追 放 

③少年非行の防止と有害環境の浄化 

＊ス［コー力「ン 

みんなで つくろう 

安心の街 

暴力を締め出すあなたの 

手と心 

五月引H原地区暴力追放推進協議会 

五 所 J目 原 警 察 署 

五 所 川 原 地 区 防 犯 協 会 

8月は 

県産品愛用月間です 

私たちの郷土青森県には、 ゆたかな自

然と伝統の技に磨かれた優れた特産品が

たく さんあります0 
日常生活で、 また、贈答品やお土産品

として、 「風味」 と 「巧の技」 あふれる

県産品をご愛用ください。 

第12回 

スポーツ医事相談室の開設 
レ日 時 8 月8 日（木） 15 : 00-17 : 00 
ン場 所 市保健センター（市働く婦人の家） 

レ申し込み先 市教育委員会生涯スポーツ課内 

= 35-2111 内線570 
レその他 相談恥Iは無料です。 

手続き前に知っておきたい Q '""’ー…”ーー 一ーー’ー～一 

65蔵前の国民年金 

国民年金は、65 
人の希望があれば60 
でも、 もらうことができます。 

す。 

①年金額が減りきす 

ただし、次のような不利な点がありま 

歳からもらえますが本 

ご看 
‘どガ‘ 

幽 

歳から64歳までの間 

年 齢 60歳 61歳 62歳 63歳 64歳 65歳 

支給率 58% 65% 72% 80% 89% 100% 

上の表のように、 もらう年齢によって

支給率は決まります。 支給率は一生変わ

りません。 

② 年金をもらった後は、障害年金は請求
できません。 

③ 他の年金に加入すると、その問年金
はもらえません。 

④ 他にもらっていた年金は、65歳ま
でもらえ谷く谷ります。 

お問い合わせは．，' 

国民年金係まて、 	内線213・212 

「りテiバーノくワーで 	 一 
皆様の暮らしの 

お手伝いいたします 

★蜂の駆除、ペンキ塗替え、大工仕事、 

勇定、草取り、草刈り、薬剤散布、襖、 

障子の張替え、駐車場管理、左官仕事、 

一般事務、農作業 

★炊事、買物、掃除、洗濯、留守番、通

院介護、 おとしよりの世話、産後の手

伝い、病人介護 

★お間い合わせ 五所川原市シルバー 

人材センター 胃34-8844 

平成 8年8月1日 6 
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'96くらしと趣味の教室 

受講生募集 
	 勤労青少年ホーム 」 

「今、この時間を輝いてノ 

君の意欲と行動力」 

ン対象者 市内に住月子、又は勤務する勤労青

少年でおおむね15歳～30歳までの男女

レ受講料 無料（但し、材1叫費は本人負担） 

レ受講時間 18: 30 ~ 20:30 
ン期間 9 月 3 日（火）~11月14日（木） まてる

レ申し込み締め切り 8 月29日（木）までト

レ申し込み 勤労青少年ホーム 廿34 - 3602 
レ募集内容 

曜ロ 

火 

教 室 名 定員 回数 内 	 容 

料 	理 15 10 家庭の幸せの為 
楽しい手づくり料理を 

陶 	芸 15 10 世界で唯一の 
あなたの作品を 

茶 	道 15 10 お茶の基本で心を豊かに 

は が き 絵 15 10 やさしさあふれる 
草花の絵をお便りに 

水
  

社交ダンス 20 10 気軽に参加 
ステップを楽しむ 

「
一
 

 
木
 

着 付 け 15 10 和服に親しみましよう 

い け ばな 15 10 お花の優しさで 
なごむ周囲 

筆ペ ン 字 i5 10 手軽に筆ペン字に親しむ 

ひ
  

組
 
手
 
も
 
芸
 

金
 
」
 

 

15 10 基本を習ってあなたの 
センスを生かしませんか 

15 10 小物から洋服にも 
応用してみませんか 

ぐ平成8年度自衛官募集ト 

麟響響二 資 	格 受付期間 試 験 日灘 

2 	等 

陸・海・空士 
18歳以上 
27歳未満の者 

8 月1日 

~9月13日 
男子 	9 月18日 
女子 	9 月20日 

曹候補士 
18歳以上 
27歳未満の者 

8 月1日 

一19 月 9 日 
1 次試験 

9 月16日 

一 	般 
曹候補学生 

18歳以上 
24歳未満の者 

8 月1日 

~9月 9 日 
1 次試験 

9 月16日 

航空学生 
高卒（見込） 
21歳未満の者 

8 月1日 
~9月 9 日 

1 次試験 

9 月23日 

看護学生 
高卒（見込） 
22歳未満の女子 

9 月17日 
~10月15日 

1 次試験 
10月31日 

防衛大学校 

学 	生 

高卒（見込） 

21歳未満の者 
9 月17日 
~10月15日 

1 次試験 
11月16日～17日 

防衛医科

大学校学生 

高卒（見込） 

21歳未満の者 
9 日17日 
~10月15日 

1 次試験 
11月 2 日～ 3 日 

※詳しくは、 自衛隊五所川原募集事務所

廿 3 5 - 2 3 0 5 

7 平成8年8月1日 

募 集 

能力開発セミナー 

ポI)テクカレッジ青森 
（青森職業能力開発短期大学校） 

No コ 一 ス 名 開 講 日 時 

1
  

低温電子工学技術 

8 月 5 日（月） 

~8月 9 日団 

9 : 00-16 : 00 

n
？レ
  

C 言語による 

数値計算 

8 月 5 日（月）~7 日困 

・8 月 9 日囲 

9 : 00-16 : 00 

ハ
イu  

ロータス 123 
による統計入門 

8 月 5 日（月） 

~8月12日（月） 

18 : 00-21 : 00 

4
'
 

 

FMS保守・ 

改善技術 

8 月 6 日因 

~8月 9 日圏 

9 : 00-16 : 00 

に
J
  

C A M 	1 
8 月 6 日因 

~8月 9 日圏 

9 : 00-16 : 00 

6
  

デジタル回路設計 

8 月19日（月） 

~8月22日困 

9 : 00-16 : 00 

ワ
I
  

スノーボード 

の設計（2) 

8 月26日（月）~28日困 

・9 月 3 日因 

13 : 00-18 : 00 

8
  

8 ビットマイコン

システム設計 

8 月26日（月） 

~8月29日困 

9 : 00-16 : 00 

。
v
 
 

パソコン画像通信 

8 月26日（月） 

~8月31日田 

17 : 15-21 :15 

10 
H設計理論による 

外装歯車対の設計 

8 月27日因 

~8月30日圏 

9 : 00-16 : 00 

◆お願い 

コースによって日程の変更や中止になる 

場合がありますのであらかじめご了承くだ 

さい。 

◆受講料 各コースとも、2,000円。 

◆お申し込み・お間い合わせ 

電話で当短大開発援助課（廿37 一 3201) 
まて各。ただし、定員に達し次第締め切ります。 

五所川原市役所 合35 -2111 



～パソ コ ン～ 

レ講座内容 

①ワープロソフトを使った文書作成 

②ワープロでできる家計簿（表計算機能 

を使う） 

③ワープロで絵を描く （年賀】伏や暑中見 

舞いまでできる） 

④話題のパソコン通信に挑戦 

レ実施期日 9月 2 日（月）、 3 日（火）、 5 日 

（木）、 6 日（金）、 7 日（土）、 10日（火）、 

12日（木） 計 7 日間 

＞時間 	〈平 日〉 18 : 00 ~ 20 : 00 

〈土曜日〉 14 : 00 ~ 17 : 00 

う受講料 無米斗 

レ申し込み方法 8月30日（金）まで、電話ま

たはファックスてg金木高校に申し込ん

でください。月～金の9時～16時に受

けイ寸けています。 

" 53-2079 FAX52-3739 

※ FAXでお申し込みの場合は、氏名 

（ふりがな）、年齢、性男Ii、連絡先電

話番号をお知らせください。 

>その他 ワープロやパソコンに触ったこと

がない方でも大丈夫てミす。高校生以下

の方は、保護者の同意を確認します。 

第29回「貯蓄の作文」 

募集について 
物やお金を大切にし、生かして使うことを

テーマとして、貝宇蓄の作文を募集します。学

校や家庭の出来事等を題材一にして、 自由に書

いて御応募ください。 

>応募資格 小学生および中学生 

ン原稿 400字詰原稿用紙 3枚以内 

・原稿には学校名、学年、氏名（ふり

がな）をはっきり書いてください。 

・原稿用紙はお返ししません。 

・作品は、 どこにも発表されてないも 

のに限ります。 

＞締め切り 8月19日（月）l必着 

レ送り先 市役所商工振興課 石田あて 

五所川原市字岩木町12 

雪 35 - 2111（内線381) 

・市役所で取りまとめ、一括して主催

者へ送付します。 

ン入選発表 10月17日（木）の毎日新聞に発表

されます。 

・入選者の著作権は主催者に帰属しま 

す。 

>主催 貝宇蓄広報中央委員会 

毎日小学生新聞 

毎日中学生新聞 

>賞 ・特選〔大蔵大臣賞他〕 5名 

（賞状と賞品） 

・秀作〔毎日小学生新聞賞他〕10名 

（賞状と賞品） 

・佳作 100名 （賞状と図書券） 

・学校賞 

（特選者が出た学校には図書購入券 

が贈られます。） 

金木高校 

働く婦人の家 ぐ生活講座う 受講生募集ノ 

瓶 講座名 講 師 日 	時 定員 A;: 講座名 講 師 日 	時 定 	 員 

江戸千家 
茶道教室 
(10回講座） 

中村千恵 
先生 

2
2
 

 

2
0
 
叩

日
1
1
0
火

、
 
 

月
 
毎
・
―
 
 

、
月
曜
1
2
 

 

日
 
叩
  

8
 

1
0
 

 

15名 4
  

A
J
F翫

篇
室

翻
 

開米実枝 
先生 

9月25日、 10月 
2 日、10月9日 
毎週水曜日 

9 】 00-42 : 00 

20名の定員に達しましたので、 
締め切らせていただきます。 

〔
乙
 

男の 
料理教室 

今さかえ 
先生 

8月23日（金） 
18 】 30--20 】 30 

24名 
※ 1~4の共通要点 

・受講資格 市内に住所又は職場を有する方 

・受講料 無料、但し材料費は実費負担 

・申し込み・問い合わせ先 

五所川原市新町 働く婦人の家 	客 35 - 889k 
1ニ、△ YQにー只qに‘ 

っ
）
 

 

藍染教室 
(3回講座） 

菊地睦子 
先生 

8月29日、 9月 
5 日、 9月12日 
毎週木曜日 

10 : 00-'12 : 00 

20名 

平成 8年8月1日 8 



曜日 物 鳶織麟察入揚料 

水 
第 8回チャリティー 
青森県歌謡選手権大会 

12 : 00 前売700円
当日800円 

土 
五所川原フレッシュ 

ピアノコンサート 
14 : 00 500円 

民謡大フェスティバル 11: 00 整理券 

＝ 	オルテンシアコンサート＝ 

読売日本交響楽団 
一五所川原公演一 

《チヤイコフスキー・プログラム》 

ピアノ協奏曲第1番 変口短調0 P .23 

交響曲第5 番 ホ短調0 P .64 
自ル尾子 v』nnハ A与メ4- ,干ニ IH, 古＋六メ」一、“，ハnハ 全指定席般席￥4,000 学生席（中・高校生）￥1.000 売現指抑プ、 ”」×ノ「Ti1プい～v 丁→＝Lノ巾 vl~l。J 'I)',ーノ丁上いノUv 消費税込み 

C）プレイガイ ド タカョ楽器”0173(34)2311 

〈主催〉青森県教育委員会・ふるさと交流圏民センター事務組合 

〈後援〉読売新聞社・RAB青森放送〈協力〉弘前音協容0172(36)5400 

りお問い合わせ オルテ・ンシア 公0173(33)2111 
（ふるさと交j充圏民センター） 

10月10日困 
6 】30 PM開場 7 :OOPM開演 

オルテンシア 
＞指揮 ゲンナジー・ロジェストベンスキー 

レピアノ ビク トリア・ポストニコーワ 

ロシア最高の指」甲者で、 世界のオーケストラが熱い眼差しを贈る 
I ’匠ロジェストベンスキーがチャイコフスキー（1840- 1893） の
傑flを披露するノ聴き逃すことの111来ない公演が近づいてきまし
たコ読売II響の名誉指揮者としても歴史(t<1な名演奏を残し、常に
喝采を浴びている練達のマエストロは今ト11. 連命の交響由」ともli 
われる第5番をメインに選びました“冒頭のクラリネットに現れ
る主題が全楽章に（様々な形で）聴こえてくる脚柏Tiなこ交響田rで、 
II- 美な旋律ともどもを．れることの出来ない音楽です。魔法のよう
なタクトにこたえるオーケストラの響きをごゆっくりお楽しみく
ださい。そして‘1j半はロジェストペンスキー夫人のポストニコー 
ワが奏でる華麗なビアノ協奏曲第1番 彼女の雄大,二：ピアニズム
とこのIi品も深い耕で結ばれています。96年を華やかに彩るメモ
リアル・コンサートへどうぞ。 

8月のオルテンシア 

ふるさと交流圏民センター 
合 33-2111 一 

大ホール  
みんな集まれノー 

第2回消防広場 

管 曜日 催 	物 開 演‘ 入場料「三 

20 火
  

青森県女性校長・教頭会
第30回夏季研修会 

9 	:15 

21, 水
  

平成 8年度 
9 : 20 

木
  

22 甲種防火管理者講習会 

24 土
  

全国牧水サミ ッ ト 10 : 00 無 料 

2
 
「ュ
 

日
  

ピアノ・ 
ドリマトーン発表会 

13 : 30 無 料 

ドッテテドッテテドッテテド 
賢治のトランク 戸／ 

とき／ 9月13日（金） 18 : 30開演 

ところ／オルテンシア 

前売券／2,000円（当日2,500円） 

保育／300円（当日受イ、」う 

iT売券取扱所／タカョ楽器”0173(34)2311 

お問い合わせ-/F AX0173 (29) 3729 工藤 

胃 0173(42)2614 工藤 

ンとき 8月 3 日（土） 10 : 00-14 : 00 

ンところ 市役所前 『おまつり広場』 

ン内容 ・青森県防災ヘリコプター（しらか 

み）による救助訓練、ヘリコプタ 

ーの機内見学（午前中） 

・はしご車の搭乗体験 

・消防団員による綱引き大会 

・チビッコ消防士防火衣着装競争 

・そばコーナー 等 

レ問い合わせ 

五所川原地区コ肖防事務組合消防本部 

雪35 一 2019 内線22・23 

「一一五所JIIj.甚句盆踊り大会 
参加者全員に「参加賞」をプレゼント 

＞とき‘ 8月16日（金）'-8月17日（土） 

19 】 00-21 : 00（こどもは20 : 00まで） 

ンところ 市役所前お祭り広場 

〈賞〉 ・団体（5人以上）は 3イ立まて三 

・個人は 3 位まて三 

L 隻!大歓迎ノノふるってご参加くださレ、。 

	かんほ健康増進支援‘I‘業 

（三世代交圃かんぽゲートボール大会~ 

ンとき 8月 9 日（金） 8 : 30受付 	 I 
ンところ 五所川原市市営ゲートボール場 ， 

（市役所裏） ミ 

ン申し込ヲメ 五市GB協会事務局 	 ， 

（原田あて）胃35 一 6549 	s 

ン問い合わせ 五所川原郵便局保険課 	」 

雪 34 - 3203 	 青 

コ
 

, 

9 平成8年8月1日 
	

五所川原市役所 容35- 2111 



すくすく健診 

『”証リ轟‘1リ 

つ女性課内線232・234 

お 知 ら せ 
市民総合健診をお申し込みになられた力には~ 

健診日程（7月 1日号掲載） 2週間位前までに、~ 

健診通知が送付されます。又・男性を対象とす I 
】る健診日と女性を対象とする健診日があります I 
・ので、変更になる場合はご連絡ください。 . v ノ 、、 多くにメ、‘ - 'd ’ュJク刀 Iコ rよ、一 J証と井年丁 、 ～くこ v ’。 	I 

＞場所 働く婦人の家・市保健センター 

（新町バス停前） 

ン受イ寸日寺間 12:30-12 】 45 

ン持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

対象児 期 日 主な内容 

4カ月児 

健 	診 

平成 8年 

3月生まれ 

8月 6日 

（火） 

小児科診察 

神経芽細胞腫検

査セット配布 

育児情報交換等 

1歳 

6力月児 

健 	診 

平成 7年 

2月生まれ 

8月27日 

（火） 

小児科診察 

歯科診察 

発達相談等 

3
h
i
-
"麟
 

平成 5年 

2月生まれ 

※個人通知

します。 

8月15日 

（木） 

小児科歯科診察 

視聴覚検査 

発達相談 

尿検査 

（尿を小ビンに 

入れて持参する 

と便利です） 

※お願い ①4カ月児健診に来れなかった方

は神経芽細胞腫（小児がん）検査セ

ットを配布しますので、母子健康手

帳を持参のうえ、はつらつ女性課窓

口にもらいにきてください。 

②病気療養中（特に伝染性の病気） 

体調の良くない子供さんはご遠慮く

ださい。翌月の健診を受けることが

できますのでご連絡ください。 

五所川原市役所 公35- 2111 

身も心もさっぱりする 

健康教室へどうぞ 
お気軽にご利用ください 

＞対象 市内にお住まいの方で、 ご自身及び

家族の健康の事てらし配されている方、 

自分にあった健康づく りを見つけた

い方 

＞内容 心の相談、病気の相談、血圧相談等

保健婦が相談に応じています。 

レ持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場所 開催月日 開催時間 

保健センター 8月14日（水） 1O:0O-15:OO 

共 栄 集 会 所 8月19日（月） 11 :OO--12:3O 

坂ノ上集会所 8月22日（木） 12:30-13:30 

福山消防センター 8月23日（金） 13:OO-14:OO 

福 岡 公 民 館 8月26日（月） 13:OO-14:30 

高野文化センター 8月26日（月） 1O:OO--12:OO 

献血のご案内 

献血にご協力いただいた方には、健康管理

に役立つ血液検査サーービスを行っています。 

その結果は約2週間後に親展にてお送りレ、 

たします。 

期 日 日寺 間 場 	jiIi 
9 	: 30-- 
10 : 20 

JA五所川原市 
三好支所前 

10: 30- 
11 : 20 藻川 大川商店前 

協賛 赤十字奉仕司三好分司 
8月 5日舞 
（月） 	「「舞「i 

12: 30- 
14: 30 

東北電力（株） 
五所川原営業所 

敷地内 

15 】 00- 
16 : 00 飯詰支所有Ii 

協賛 赤十字奉仕司飯詰分団 

8月14日 
（水） 

J R 五所川 原駅前 

みんなの健康教室 
く◇＞と き 8月23日（金） 13:00- 

く、＞ところ 市保健セン．タ1 3階ホーノレ 

‘く C信黄 師 瀬川 政信 先生 

（瀬川内科クリニック） 

く＞テーーマ 「貧血について」 

◇主 f雀 北五医師会・市民保健協議会 

平成8年8月1日 10 
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